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自民党は党員を募集しております

現在の役職 これまでの経歴

参議院議員　藤川政人　プロフィール

　自由民主党愛知県参議院選挙区第四支部
では党勢拡大のため新規党員を募集して
おります。
　総裁選挙の前年と前々年の2年継続して
党員であれば自由民主党総裁選挙の選挙権
が与えられます。
　ぜひ皆様方のご理解、ご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

○新規入党申込書へ必要事項を記入のうえお申し込み願います。
○年会費は 4,000 円です。
○すでに党員である方のご家族が入党される場合は家族党員扱いとなり、
年会費は 2,000 円となります。

○入党すると、自民党本部より党員証明書が発行されます。

自由民主党愛知県参議院選挙区第四支部　藤川政人事務所
住所：名古屋市西区那古野2-23-21-6C　TEL：052-485-8361

【問い合わせ先】

【入党の手続きについて】 

参議院議員 http://fujikawa-masahito.com

入党をご希望いただける方におかれましては下記の問い合わせ
先までご連絡願います。

（令和8年1月1日現在）

藤川政人の生の声をあなたへ！

ホームページの更新があなたの手元へ！　登録すると、最新の活動がわかります。

ご
あ
い
さ
つ

　

昨
年
一
〇
月
に
召
集
さ
れ
ま
し
た
第

二
一
九
回
臨
時
国
会
よ
り
、
参
議
院
予
算

委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
公
平

中
立
を
旨
と
し
、
国
内
外
に
山
積
す
る

課
題
に
対
処
す
る
た
め
充
実
し
た
委
員
会

運
営
を
行
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

　

昨
年
は
自
民
党
総
裁
選
が
行
わ
れ
、

高
市
早
苗
首
相
・
総
裁
が
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。
我
が
国
初
の
女
性
首
相
、
結
党

以
来
初
の
女
性
総
裁
の
も
と
、
自
民
党

は
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
示
し
、

不
安
を
希
望
に
変
え
る
政
策
を
打
ち
出

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
お
声
を
伺
い
な
が
ら
、

効
果
を
実
感
い
た
だ
け
る
予
算
や
政
策
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
全
身
全
霊
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

個人・法人ともにご入会いただけますので、活動内容、入会方法等、詳しくは事務局までお問合せください。

この会は、藤川政人の政治活動を支援するとともに、活動
を通じて会員相互の親睦と意見交換の場とすることにより、
社会の発展に貢献することを目的としており、年に1度の
総会や、親睦会、講演会及び見学会を行います。

この会は、2027年リニア新幹線 東京⇔名古屋 間開通等を
見据えて、愛知県の経済・産業・文化の発展に向け、会員
相互の情報収集・意見交換の場とすることで、藤川政人君と
一緒に地域社会の発展に貢献することを目的としています。

【明日の愛知を創る会】
年会費: 5万円（一口） 事務局 TEL: 052-485-8361

【藤川政人東京後援会】
年会費: 1万円（一口） 事務局 TEL: 03-6550-0717

『明日の愛知を創る会』
－リニア時代の愛知の街づくりを考える－

『藤川政人東京後援会』
－藤川政人と日本の未来を考える－

幅広い
ソーシャルメディアで

最新活動を発信中！！

令和７年度補正予算（18.3兆円）の概要

参
議
院
議
員

参
議
院
予
算
委
員
長
に
就
任
！

令
和
７
年
度
補
正
予
算
が
成
立

MICHI SHIRUBEvol.17
編集・発行 /自由民主党愛知県参議院選挙区第四支部
印刷 /大槻デザイニング株式会社

2026（令和8年）1月1日発行

必需品や公共料金の
負担軽減策により、
消費活動、経済活動の
落ち込みを防ぐ。

物価高対応
（8.9兆円）

防衛力の抜本的強化を通じて
日本の平和と安定、

豊かな暮らしを守り抜く。

防衛力強化
（1.6兆円）

エネルギー・医療・AI
などの重点分野を軸に
官民で投資を進め、
更なる日本の成長へ。

危機管理投資
成長投資
（6.4兆円）

■参議院
　予算委員会 委員長
　総務委員会 委員

■自由民主党
　愛知県支部連合会 最高顧問

　超電導リニア鉄道に関する特別委員会
　副委員長
　PFI推進特命委員会 副委員長
　情報通信戦略調査会 副会長
　行政改革推進本部 副本部長
　治安・テロ・サイバー犯罪対策調査会
　副会長
　Ｇ空間社会実装委員会 事務局長
　社会機能移転分散型国づくり特命委員会
幹事長代理

　郵政事業に関する特命委員会 幹事

愛知県扶桑町生まれ
愛知県立丹羽高等学校 卒業
南山大学経営学部 卒業
扶桑町役場 勤務
愛知県議会議員 初当選
（以降連続３期当選）
参議院議員選挙 初当選
（以降連続３期当選）
参議院 国土交通委員会 委員
党政務調査会 経済産業部会
副部会長
自由民主党愛知県支部連合会 
会長（令和４年１月まで）
参議院 政府開発援助等に関す
る特別委員会 委員
総務大臣政務官
参議院 総務委員会 筆頭理事
参議院 地方・消費者問題に関
する特別委員会 委員長　
参議院 財政金融委員会 委員長

生年月日　昭和35年7月8日（現65歳）
趣　　味　ギター弾き語り
信　　条　「初心不可忘」「夢人声」「敬は道」

昭和35年
昭和54年
昭和58年
昭和58年
平成11年

平成22年

平成22年
平成23年

平成23年

平成25年

平成25年
平成26年
平成28年

平成28年

平成29年

平成30年

平成30年

令 和 元 年
令 和 ２ 年
令 和 ３ 年
令 和 ４ 年
令 和 ５ 年

令 和 ６ 年

令 和 ６ 年

平成参議院 内閣委員会 筆頭理事
自民党 情報通信戦略調査会
クラウドサービス等小委員会
委員長代理
参議院自民党 国会対策委員会 
筆頭副委員長
財務副大臣
自民党副幹事長
参議院 予算委員会 筆頭理事
裁判官弾劾裁判所 裁判員
政府開発援助等及び沖縄・
北方問題に関する特別委員会 
委員長
参議院自民党 国会対策委員会 
委員長代理
参議院 決算委員会 筆頭理事
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令
和
７
年
度
補
正
予
算
成
立

決
算
委
員
会
・

　
筆
頭
理
事
と
し
て

自
治
体
病
院
に
関
す
る

　
財
政
支
援
要
望

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
国
会

　
　
　
議
員
団
が
来
日

浄
化
槽
議
員
連
盟
・

　
　
　
環
境
大
臣
要
望

国
会
で
の
活
動（
令
和
6
年
11
月
〜
令
和
7
年
12
月
）

党
内
外
・
議
員
連
盟
で
の
活
動（
令
和
7
年
9
月
〜
令
和
7
年
12
月
）

地
元
で
の
活
動（
令
和
7
年
4
月
〜
令
和
7
年
12
月
）

地
元
と
国
を
つ
な
ぐ
活
動（
令
和
7
年
4
月
〜
令
和
7
年
8
月
）

みちしるべ

みちしるべ

　
昨
年
１２
月
、
高
市
政
権
発
足
後
初
の
補
正
予
算
が
成

立
し
ま
し
た
。

　
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
に
よ
っ
て
所
得
増
・
消
費

増
・
税
収
増
の
好
循
環
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
を
基
本

方
針
と
し
た
予
算
で
あ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
の
廃

止
、
子
育
て
世
帯
支
援
、
食
料
品
物
価
高
騰
対
策
、
電

気
・
ガ
ス
代
の
負
担
支
援
、
A
I
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
分
野
へ
の
積
極
投
資
、
自
衛
官
の
給
与
改
定
・

隊
舎
整
備
な
ど
、
速
や
か
な
対
応
が
必
要
な
我
が
国
の

課
題
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
総
額
１
８
．
３
兆
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
委
員
会
で
は
こ
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
与
野
党
の
議
員
と
政
府
の
間
で
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
予
算
案
の
可
決
後
に
は
、
本

会
議
に
て
委
員
長
と
し
て
審
議
の
経
過
と
結
果
を
報
告

い
た
し
ま
し
た
。

　
先
の
国
会
で
は
決
算
委
員
会
の

与
党
筆
頭
理
事
を
務
め
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
石
破
総
理
や
各
省

庁
の
大
臣
等
へ
の
質
疑
を
行
い
、

審
議
の
結
果
、
令
和
５
年
度
の
政

府
決
算
を
是
認
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。　

　
同
時
に
、
補
正
予
算
の
繰
越
率

が
高
い
点
や
政
府
開
発
援
助

（
O
D
A
）
の
活
用
が
十
分
に
な

さ
れ
て
い
な
い
点
な
ど
、
効
果
が

不
明
瞭
な
支
出
や
不
適
切
な
対
応

が
と
ら
れ
た
案
件
に
つ
い
て
内
閣

に
対
し
て
の
警
告
・
是
正
措
置
の

要
求
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
１２
月
、
「
地
域
医
療
を
守
り
抜
く
た
め

に
行
動
す
る
自
治
体
病
院
首
長
会
議
」
と
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
全
国
の
自
治
体
病
院
の
約
九
割
が
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
定
価
格
で
あ
る
診
療

報
酬
が
主
な
収
益
で
あ
る
自
治
体
病
院
は
人
件

費
の
上
昇
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
価
格
に
転
嫁

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
行
政
の
多
額
の
財
政
負

担
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
　
こ
の
状
況
が
続
く
と
地
域
住
民
の
生
命
・
健

康
や
社
会
基
盤
が
揺
ら
ぎ
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
現
状
へ
の
危
機
感
を
小
牧
市
の
山
下
市
長

か
ら
伺
っ
た
こ
と
か
ら
、
診
療
報
酬
や
予
算
の

改
善
点
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
１２
月
、
「
自
民
党
浄
化
槽
推
進

議
員
連
盟
」
の
メ
ン
バ
ー
に
て
、
石
原

宏
高
環
境
大
臣
に
対
し
て
令
和
八
年
度

予
算
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
　

下
水
道
の
老
朽
化
や
人
口
減
少
と

い
っ
た
全
国
的

な
現
状
を
踏
ま

え
、
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
転

換
補
助
や
維
持

管
理
に
か
か
る

費
用
補
助
等
を

要
望
い
た
し
ま

し
た
。

　
昨
年
9
月
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
の

対
日
友
好
議
員
連
盟
の
皆
様
が
国
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

一
昨
年
に
は
私
も
含
め
た
日
本
の

議
員
連
盟
メ
ン
バ
ー
で
ブ
ル
ガ
リ
ア

を
訪
問
し
て
お

り
、
産
業
・
教

育
・
文
化
等
の

面
で
友
好
関
係

を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
本
年
９
月
よ
り
、
愛
知
・
名
古
屋
に
お
い
て
「
ア

ジ
ア
版
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
も
呼
ば
れ
る
ア
ジ
ア
競

技
大
会
・
パ
ラ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
各
国
の
選

手
や
応
援
団
が
一
同
に
会
し
、
４
１
も
の
種
目
で
世

界
レ
ベ
ル
の
競
技
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
き

な
盛
り
上
が
り
や
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
4
月
に
は
愛
知
県
内
選
出
の
議
員
を
中
心
と
し

た
ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
推
進
議
員
連
盟
の

メ
ン
バ
ー
で
、
石
破
総
理
、
あ
べ
文
部
科
学
大
臣
に
対

し
て
大
会
に
対
す
る
国
の
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
１２
月
に
は
大
会
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援

を
可
能
に
す
る
「
ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
特

別
措
置
法
」
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

愛
知
県
や
名

古
屋
市
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組

み
に
加
え
、
国

か
ら
の
支
援
が

組
み
合
わ
さ
る

こ
と
で
大
会
が

よ
り
円
滑
に
実

施
さ
れ
、
成
功

に
つ
な
が
る
よ

う
、
引
き
続
き

力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
5
月
、
小
牧
市
・
村
中
交
差
点

の
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
、
周
辺
自
治
体

の
首
長
、
地
方
議
員
、
愛
知
県
庁
の
皆

様
と
と
も
に
財
務
省
、
国
土
交
通
省
へ

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
企
業
や
工
場
が
多
く
立
地
す
る
こ
の

地
域
で
の
慢
性
的
な
混
雑
は
、
生
活
面

は
も
ち
ろ
ん
経
済
面
で
も
損
失
が
大
き

く
、
速
や
か
に
影
響
を
軽
減
さ
せ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き
続
き
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
8
月
に
は
、
愛
知
県
庁
の
皆
様

と
共
に
内
閣
官
房
国
土
強
靱
化
推
進

室
、
財
務
省
、
国
土
交
通
省
へ
県
内
の

国
土
強
靱
化
予
算
に
つ
い
て
要
望
い
た

し
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
の
激
甚
化
が
顕
著
に
な

り
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
の
発
生
も
危

惧
さ
れ
る
中
、
産
業
集
積
地
の
愛
知
県

が
被
災
す
る
こ
と
に
よ
る
我
が
国
へ
の

影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
人
的
・
物
的
被
害
の
低
減
は
も
ち
ろ

ん
、
生
産
能
力
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る

こ
と
に
よ
る
国
際
競
争
力
の
低
下
や
税

収
の
減
少
を
最
小
限
に
す
る
と
い
う
側

面
か
ら
も
、
先
手
先
手
で
対
策
を
講
ず

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

橋本聖子議連会長、県内選出の国会議員とともに、政府に対して大会への支援を要請

委員長として本会議に登壇

答弁に立つ高市総理 議論が紛糾した際、やりとりを整理

木原稔・内閣官房長官要望 長坂康正・厚生労働副大臣要望

片山さつき・財務大臣要望 鈴木俊一・自由民主党幹事長要望

両国の議員連盟メンバーで記念撮影愛知県居合道大会

財務省の宇波主計局長、
中山次長へ要望書を手交

国土交通省、廣瀬技監と
今後の対策について意見交換

国土交通省にて、現況を説明 麻生太郎・自民党副総裁にも
要望を行う

柏森区親善ソフトボール大会 参議院議員選挙、酒井やすゆき候補が３期目の当選

江﨑鐵磨先生 旭日大綬章受章感謝の集い 尾張二ノ宮大縣神社豊年祭 愛知県民間保育協議会による自民党保育議員連盟への要望活動

石原環境大臣に対して、地元の現状について説明

各省庁の所管項目ごとに審査する「省庁別審査」を実施

ア
ジ
ア
競
技
大
会
・
パ
ラ
大
会

小
牧
市
村
中
交
差
点
の
渋
滞
対
策
を

財
務
省
、
国
土
交
通
省
に
要
望

愛
知
県
の
国
土
強
靱
化

予
算
に
つ
い
て
の
要
望
活
動


